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 8月２６日（土）２７日（日）の両日、東京のプリンスホテ 

ルにて全国特別支援学校知的障害教育校PTA連合会平成29 

年度第36回全国研究協議大会東京大会が開かれました。 

シンポジウムではみくまの支援学校育友会の防災の取組が全 

国の特別支援学校の中から選ばれ、発表となりました。 

会長、副会長、防災研修部長、校長が壇上に立たれ、本校育 

友会の「命を守る取組」について約１０００人を超える参加者 

を前に堂々とした見事なプレゼンテーションをされました。 

本校防災キャラクター「みくまじろ」のTシャツも披露され、 

キャラクター「みくまじろ」も全国にお披露目されました。 

 

 

 

７月１３日（木）、１４日（金）に小学部高学年児童８名 

で校内宿泊学習を行いました。 

家庭から離れて、教師や友達と一緒に、または一人で入 

浴や荷物の整理など生活できることを目標に取り組みま 

した。 

みんなで協力して教室を掃除したり、布団を運んだり、 

使用する教室の準備ができました。夕食のカレー作りでは、 

事前学習で練習したとおりに手順を確認しながら自分の担 

当作業に取り組み、とてもおいしく作れました。また公共施設での入浴を経験したり、肝試しを 

楽しんだりなど、皆が健康に楽しく過ごせた２日間でした。 

 

 

小学部 校内宿泊 
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７月１９日（水）に中学部では大掃除を行いました。各教室や学習室の荷物をすべて廊下に出し、掃き 

 掃除や雑巾がけ、そしてワックスがけをしました。 

ワックスがけではモップを前後に動かし、きれいにワックスがかかっているかを確認しました。 

各学年とも協力しながら荷物を運び、交代しながらワックスをかけることができました。 

 

毎週掃除を行っていることもあり、生徒自身で考えて次の行動に移れていました。また次に何をしたら 

  

 いいかわからなくなっても、生徒同士で声の掛け合いをしながら進めることができました。 

 

掃除の仕方を学習することも大切な生きる力につながると考えています。 

 

中学部 大掃除 

自分たちで作ったカレー

はひときわおいしいね 

肝試しは怖いよ。夜の学校

はドキドキです。 


